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きる。 (2)グレプナー基底gの多項式に、因数分解のパターンが現れる。 (3)stability性も成り立つ： evaluation 
写像により与えたgの像はまだグレブナー基底である。
Abstract 
Let g be a minimal lexicographic Griibner basis (lexGb) of a zero-dimensional I. Assume that al 
the primary components of I have a lexGb that is a triangular set. This note explains that the strong 
properties known about g when I isa radical ideal, also hold in this case. These properties are: (1) a 
reconstruction of the basis g from that of the primary components by a generalization of the Chinese 
Reminder Theorem, (2) the factorization pattern of the polynomials in g and (3) the stability property 




その準素成分のグレブナー基底（ここで、三角形集合 tCi)= (tii¥xi), tり(x1,立），..., tt¥xi, ... ,xn)) 
が入力として与えられている。
以下の記号を使う： C:Snに対して、 Ise:=Ink[x1, ... , 叫。また t=(t1,... ,tn)を三角形集合とし，
その時tse=(t1,... , む）と書く。
定理 1
仮定 (H)の下で、全ての i=J jに対して、 t塁 =t塁かつt『11=J t昇1を満たす最大幣数C<nが存在する。
その時、環 (k[x1,.. , 叫／〈t塁〉）[xe+1, ... , 叫の中で、〈t『丘〉＋〈t晶〉＝〈1〉が成り立つ。
定理 2は主な4つの結果を記述する。
定理 2
1)標準単項式の集合SM(I)を計算するため、 K上の演算が不要であり、 O(nrD)程度の K上における等式
テストがかかる。
そこで、整数rが後に定義され、 D = lsM(I)I = dimk(k[x]/I) (Iの次数）
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2) (中国剰余定理—再結合） I の辞書式順序の極小グレブナー基底を計算するのに、 0(191-Dり程度の K 上
の演算がかかる。
Iは根基イデアルのとき、より良い計算量0(g・D-log(D)りで計算できる。（高速の補間を用いる）
3)棉造： gの中にある多項式gを考え、一般性を失わな<g e/ck[x1, .. ,Xn-1]と仮定できる。次の様式を
満たす多項式XiE k[x1, .. ,x;]が存在する。
LM(g) = xf1・ ・ ・X炉 ⇒ 
n 
g = ITXi mod I<:n-1, 
i=l 
LM知） = xf'. 
4) evaluation写像により、グレプナー性が保たれている。（英語で stability性とも言われている）。具体
的に：
Q = {gl,··•,9s} と書く。点 a= (a1, .. ,af) E 炉とし、ただし e< n、evaluation写像％：









｛亭(x)= x2 {亭(x)= (x -1)2 
t~2)(x,y) = (y+ 1)2 +x(y+ 1) -x t~3\x,y) = y2 +2(x-l)y+3(x-1) 
｛亭(x)= x2 
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好y2． ． 杷(x)キや(x) • ． ． ． 
SM((t(l)〉(tC2)〉〈t(3)〉）
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先行研究 二種類ある：第一、本稿の仕方と同様に、辞書式順序グレブナー基底に専念されるアルゴリズ
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